
イネカメムシに注意しましょう！！ 他のカメムシとは防除適期が違います！

イネカメムシ（大型）の特徴
・イネの穂に対する選好性が高く小型のカメ
ムシ類の防除では効果が上がりにくい。
→出穂期の防除がとても重要となります！

写真：愛知県HP 病害虫図鑑より

粒剤の場合

出穂

粒剤
1回目

液剤の場合

液剤
１回目

不稔対策 斑点米対策

『豊橋市内各地でイネカメムシが多発しています！！』

出穂
7日前

出穂
7日後

粒剤
2回目

液剤
2回目

散布
時期

薬剤名
使用
量/10a

使用時期
使用
回数

1回目
キラップ
粒剤

3kg 収穫14日前 2回

2回目
スタークル
粒剤

3kg 収穫7日前 3回

散布
時期

薬剤名
使用
倍率

使用
時期

使用
回数

1回目
スタークル
顆粒水溶剤

2,000倍 収穫7日前 3回

2回目 トレボン乳剤
1,000～
2,000倍

収穫14日前 3回

●散布時期目安

発生を確認したら虫体に薬
剤がかかるよう液剤散布し
ましょう！直接かからない

と死にません！

防除適期


